
プレス発表資料            
平成 18 年 7 月 18 日 

文 部 科 学 省 

物理チャレンジ組織委員会 

国際物理オリンピック参加生徒の成績について 

 

  文部科学省では、（独）科学技術振興機構を通じて、国際科学オリンピックに参加する

若者を支援する事業を実施しておりますが、このたび、シンガポールで開催された「第３７

回国際物理オリンピック」において参加した生徒が銀メダル等を獲得したとの連絡を受けま

したので、報告いたします。 

 

 １．受 賞 状 況 ： 銀メダル１名、銅メダル３名、入賞１名 

 

 ２．出 場 者 ： ５名の高校生（日本からは初めての参加） 

 

 ３．受賞者詳細 ：  

   銀メダルおよび国際物理オリンピック会長賞  

         洛南高等学校３年（京都府）       疋田
ひきた

 辰之
たつゆき

 さん 

       ※ 国際物理オリンピック会長賞（初参加国の中で最高得点） 

   銅メダル  麻布高等学校３年（東京都）      田中
たなか

 良樹
よしき

   さん  

   銅メダル  西南学院高等学校３年（福岡県）    谷崎
たにざき

 佑
ゆう

弥
や

 さん 

   銅メダル  ラ・サール高等学校３年（鹿児島県）  野添
のぞえ

 嵩
たかし

  さん 

   入  賞  灘高等学校１年（兵庫県）          村下
むらした

 湧音
ゆうと

 さん 

                     

   ４．参 加 国 数 ： ８６カ国（オブザーバー参加国含まず） 

     

   ５．期間/場所 ： 平成 18 年 7 月 8 日～17 日（開会式 9 日～閉会式 16 日）  

            シンガポール 

     

   ６．派 遣 機 関 ：  物理チャレンジ組織委員会 

 

（お問い合わせ） 

 文部科学省 科学技術・学術政策局基盤政策課 鈴木、小谷、松崎 

  電話：０３－６７３４－４１９１（直通） 

     ０３－５２５３―４１１１（内線 3881,4192,3890） 

  物理チャレンジ組織委員会事務局（日本科学技術振興財団）谷本 

  電話：０３―３２１２－８５１８ 

 



 
 

 

＜参考資料＞ 

 

 

■ 第 37 回国際物理オリンピック「ＩＰｈＯ2006」開催概要 

名  称 ： 37th INTERNATIONAL PHYSICS OLYMPIAD, IPhO-2006, 

会  期 ： 2006年7月8日～7月17日 10日間 

開催地／会場 ： シンガポール共和国／南洋工科大学（Nanyang Technological University） 

共催機関 ： シンガポール教育省 国立シンガポール大学 南洋工科大学 

         シンガポール国立教育研究所（大会事務局） シンガポール物理学会 

IPhO2006ホームページ ：  http://www.ipho2006.org/

 

 

■ 日本選手団の主な日程 ： 

  2006 年 7 月 7 日（金） 結団式 

   7 月 8 日（土） 日本出発・シンガポール到着 

   7 月 9 日（日） 開会式（於：Nanyang 講堂） 

   7 月 10 日（月） 理論問題試験 

   7 月 12 日（水） 実験問題試験 

   7 月 16 日（日） 閉会式・表彰式（於：Nanyang 講堂） 

   7 月 17 日（月） シンガポール出発・日本帰着 

   7 月 18 日（火） 文部科学省帰国報告 

   ※上記以外の日は、体験見学会やノーベル賞受賞者講演会などが行なわれた。 

 

 

■ 「国際物理オリンピック（International Physics Olympiad）」について 

 国際物理オリンピックは、1967 年にポーランドのワルシャワで第 1 回大会が開催された物

理の国際的なコンテストである。各国から高等教育機関就学前の若者が参加し、物理学に

対する興味関心と能力を高め合うとともに、参加国における物理教育が国際的な交流を通じ

て一層発展することを目的としている。科学･技術のあらゆる分野において増大する物理学

の重要性、次世代を担う青少年の一般的教養としての物理学の有用性に鑑み、毎年開催さ

れている。参加資格は、20 歳未満で且つ大学などの高等教育を受けていないこととされてい

る。 

 各国から最大 5 名の選抜された代表選手たちが、リーダーやオブザーバーからなる引率役

員とともに参加する。10 日間という長い会期のあいだ、選手は理論問題・実験問題にそれぞ

れ 5 時間をかけて挑戦するほか、開催国の文化に根ざした様々なイベントに参加することを

通じてほかの国からの参加者や主催者と国際的な交流を深めることができるように構成され

ている。 

 大会への参加国は毎年増えており、2005 年のスペイン・サマランカ大会には、72 カ国から

300 名以上の生徒等が参加。今回のシンガポール大会には 86 カ国（オブザーバー参加国を

含めると 93 カ国）から 400 名近い生徒が参加している。我が国はこれまでオブザーバーの派

遣にとどまっていたが、今大会に初めて日本代表生徒５名を派遣した。 

 

 

http://www.ipho2006.org/


 
 

 

＜参考資料＞ 

 

 

■ 「物理チャレンジ」と日本代表選手 5 名の選考経緯について 

 日本代表として世界大会に臨む 5 名は、昨年行われた日本で初めての全国規模の物理コ

ンテスト「物理チャレンジ 2005」において大変優秀な成績をあげ、その後の通信トレーニング

や合宿により最終的に選考選抜された。 

 第 1 回全国物理コンテスト「物理チャレンジ 2005」は、100 年前のアインシュタインの業績を

記念して国連総会で決議された「世界物理年 World Year of Physics 2005」であった昨年、

「国際物理オリンピック」の形式に則り、日本物理学会、応用物理学会、日本物理教育学会

および岡山県･岡山光量子科学研究所を共同主催者として物理チャレンジ 2005 組織委員会

を設立し、文部科学省、岡山県教育委員会の後援、科学技術振興機構の特別協賛のほか

民間企業からの支援などを得て、2005 年 8 月 12 日から 15 日までの 3 泊 4 日、岡山県青少

年教育センター閑谷学校（備前市）とメルパルク岡山（岡山市）を会場として開催された。 

「物理チャレンジ 2005」では、まず 2005 年 3 月に、国内のみならず海外を含めて参加申込

みのあった高校生、20 歳未満の高校卒業生、中学生および高等専門学校生 282 名に対して、

応募問題を送付した。それに解答を寄せた生徒は 188 名であり、その中から選ばれた 100 名

が 8 月の「物理チャレンジ 2005」に参加し、理論問題・実験問題ともそれぞれ 5 時間ずつのコ

ンテストに挑戦した結果、成績優秀者に金賞が 6 名、銀賞、銅賞がそれぞれ 12 名、ほか 18

名に褒賞、59 名に奨励賞が贈られた。この金銀銅賞受賞者 30 名の中から、10 月に「国際物

理オリンピック」の派遣代表候補者12名を選び、インターネットを利用した毎月の「通信添削」

などにより実力の涵養を図った。さらに、3 月 21 日～24 日に行われた 3 泊 4 日の合宿研修

を経て決定された日本代表 5 名には、引き続き国際物理オリンピックに対応するためのトレ

ーニングを行い、今大会参加に備えた。 

 

※ 第 2 回全国物理コンテスト「物理チャレンジ 2006」は、2006 年 7 月 30 日～8 月 2 日 

   3 泊 4 日の日程で開催する。（ http://www.phys-challenge.jp/ ） 

 

http://www.phys-challenge.jp/
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